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はじめに

コンピュータネットワーク利用の供与に際

し，ユーザ教育は不可欠である。北九州大学で

は，1998 年４月１日の学内 LAN 稼動により，本

格的なインターネット利用を開始した。それに

伴い，北九州大学情報処理教育センター（以下

センター）では，ネットワーク利用の教育を教

職員及び学生に対して行なった。本稿は，セン

ターにおけるユーザ教育の実践報告である。

ユーザ教育として何が必要であるか，実際に

どのような教育を実施したか，実施に際しどの

ような効果が期待でき，どのような問題点があ

ったかについて報告をし，さらに，センターと

してのユーザ教育のあり方について考察する。

利用環境の概要

　北九州大学では，1998 年４月１日に学内 LAN

が稼動し，これまでの情報処理教室に限られて

いたインターネット利用が，教員研究室や事務

室からでも可能となった。研究室や事務室に同

一仕様のパソコン端末(デスクトップ型

Fujitsu FMV-6200D8 またはノート型 FMV-BIBLO

NU15）を設置し，全教職員がほぼ同一環境で利

用できるようにした。OS は WindowsNT4.0 とし，

教員および職員にAdministratorとしての管理

を任せた。グループウェアソフトとして

TeamWARE Office V5.1(富士通)，WWW ブラウザ

としてインターネットエクスプローラ

3.02(Microsoft)を利用した。メーラとしては，

TeamWARE Office Mail を利用した。また，

Microsoft Office Pro97 を導入し，ネットワー

ク以外の基本的なアプリケーションソフトも

提供した。学生は，情報処理教室ならびに学生

ロビーに設置した端末が利用できる環境とし

た。この端末はセンターで管理することとし，

OS は Windows95 または WindowsNT4.0 で，メー

ラ，ブラウザなどは教職員環境と同じである。

ユーザ教育の目標

　ユーザ教育は，ユーザ自身が快適なネットワ

ーク利用をするために知っておくべきことを

教授することがひとつの目的である。また，ネ

ットワーク上で種々の障害が発生しないよう

に，決められた範囲でユーザに使ってもらうこ

とが第２の目的である。前者は主としてユーザ

のために行うことであり，後者は主としてシス

テムのために行う。そのために，必要な教育と

して次の３つの内容を考えることができる。

　１．機器操作の理解

　ユーザ自身の操作技術を高めることが目標

である。また，誤った使い方による障害発生を

減少させる目的もある。

　２．システムの利用規定の理解

　運営上，機器の制限上，当該システムで独自

に取り決めた制限事項などを理解してもらう

ことが目的である。

　３．ネットワークマナーの理解

　コミュニケーション上でのトラブルの問題，



ネットワークシステム共同利用上のマナー，セ

キュリティの問題などについての一般的マナ

ーの理解が目的である。

　

ユーザ教育の実施

これらの教育内容を，本センターでは，以下

のような形で実施した。

登録申請と ID 発行

登録申請から ID 発行までをどのような手順

で行なうかは，当該システムの利用規定の一部

であり，また，セキュリティに対するユーザの

意識に影響を与えるものであり，ユーザ教育の

中に含まれる。

教職員は申請書の提出をお願いしたが，学生

は，センターで事前登録をした。ID を発行した

のは，全教職員，学部４年生，大学院生，留学

生で，初期パスワードはセンターで定めた（一

部の学生には，自ら定めさせた）。

ID と初期パスワードは，説明会の出席者には

直接手渡した。出席しなかった教職員には各教

員，各事務課のメールボックスに個人宛の封筒

に入れ配布した。学生については，説明会に出

席したものだけに配布し，説明会欠席者は，ID

発行をしなかった。

説明会の開催

　次の３つの説明会を実施した。

　１．学内 LAN グループウェア概要説明会

対象：各学科，付属施設，事務各課それぞれ１

名程度，合計 30 名程度

実施日：1998/3/10（学内 LAN 稼動約１ヶ月前）

　グループウェアの各種設定について事前の

説明を行なった。ユーザの利用権限，グループ，

電子掲示板，ライブラリの構成などあらかじめ

センターで設定した内容を提示する形で説明

を行った。実際の動作画面を提示しながら行な

ったが，機器操作の説明ではなく，主としてシ

ステムの利用規定に関わる説明を目的として

行った。

　２．教職員向け説明会

対象：全教職員約 300 名　参加者 100 名程度

実施日：1998/3/31（学内 LAN 稼動前日），

1998/4/15 の２回

　機器操作，システム利用規定，ネットワーク

マナーの説明である。まず，ネットワークのし

くみについては，利用規定やマナーの理解のた

めのメンタルモデルを構築するための基礎知

識を与えるものとして説明を行った。機器説明

については，あらかじめ準備した操作説明ビデ

オの上映，実際の操作画面提示をまじえながら，

行なった。利用規定については，研究室や事務

室の端末の管理を各教職員で行なってもらう

ため，管理上必要な操作説明をした。ネットワ

ークマナーについては，対人的コミュニケーシ

ョンとしてのトラブル，システム共用上のマナ

ーなどについて説明した。

　３．学生向け説明会

対象：学部４年生，大学院生，留学生約 1,800

名　参加者 500 名程度

実施日：1998/4/10 に３回，5/1 に２回，5/6

に２回，7/10 に２回の合計９回

　機器操作，システム利用規定，ネットワーク

マナーの説明である。機器説明については，操

作説明ビデオを使った。利用規定については，

期日までにパスワードを変更しないと ID 削除

をする旨を伝えるなどした。ネットワークマナ

ーについては，コミュニケーショントラブルと

システム共用上のマナーについて説明した。コ

ミュニケーショントラブルについては，電子メ

ールのトラブルについて TV 放映された番組の

ビデオを視聴させた。最後に，学生証と照合し，

本人確認の上，ID 及び初期パスワード配布を行

った（一部は，学生に初期パスワードを決めさ

せた）。



マニュアルなどの資料

　マニュアルは，センターが提供する機器と同

様に重要な役割を果たすものであり，以下のも

のをセンターで独自に作成した。

　１．教職員用学内 LAN 利用マニュアル（全教

職員に配布）A4 版 33 ページ

　ネットワークのしくみ，電源投入とネットワ

ーク接続，WWW ブラウザの使い方，電子メール

の使い方，電子掲示板／会議室の使い方，カレ

ンダーの使い方，ライブラリの使い方，パスワ

ードの変更，ログアウトのしかた，端末の管理

のしかた，ネットワークのマナーなど。

　２．学生用学内 LAN 利用マニュアル（学生用

端末に常備）A4 版 14 ページ

　ネットワークのしくみ，電源投入とネットワ

ーク接続，WWW ブラウザの使い方，電子メール

の使い方，電子掲示板の読み方，ログアウトの

しかた，パスワードの変更，電源切断のしかた，

ネットワークマナーなど。

　３．学生向け電子メール利用講習会資料（学

生向け説明会参加者に配布）B4 版両面１

ページ

端末操作，電子メールの使い方，パスワード

の変更，ネットワークマナーなどを１枚にまと

めたもの。

ユーザ教育によって期待される成果と問題点

　センターでは，説明会，マニュアルの作成な

どを通してユーザ教育を行ってきたが，それら

がどのような成果をあげたかは，現時点では明

確に示すことができない。そのため，ここでは，

どのような成果が期待されるか，また，どのよ

うな問題点が生じたかについて考察を行い，今

後の課題とあわせて検討する。

１．機器操作理解

　機器操作は，実際にユーザが操作しながら教

育を受けるのが効果的であると考えられるが，

講習用の機器を準備できなかったため，実現で

きなかった。ただし，説明会では，実際に機器

を操作しながらの説明に加えて，操作説明ビデ

オを活用した。ビデオは，実際の操作に比べ，

必要な部分だけを効果的に示すことが可能で

あり，また，特別な機器などの準備も必要とし

ないため，有効な手段であると考えられる。

マニュアルについては，ネットワークの簡単

なしくみを最初に説明することによって，機器

操作理解のためのメンタルモデル支援をする

役割を果たすように工夫した。

２．システム利用規定

　教職員の端末は教職員に管理を任せること

としたため，勝手な設定によって一部，障害が

発生したこともある。これは，勝手な設定によ

ってネットワーク全体に被害が及ぶこともあ

ることを十分に教育できなかったためである

とも考えられる。

ユーザが過去に使ってきたネットワーク利

用環境はさまざまであり，センターで構築する

システムは，各ユーザの経験と異なる環境とな

ってしまうことがある。各ユーザは，自分が利

用してきた環境と同じ環境を求めたがるが，現

実には，そのような環境にはならない。そのた

め，利用制限などについてユーザに十分に理解

を求める必要がある。

３．ネットワークマナー

説明会での学生の反応から察すると，フレー

ミングなどに対するユーザの意識が低いよう

である。ネットワークマナーは，利用において

不可欠であり，認定チェックを行なっていると

ころもある[1]が，本学においては，説明会を受

講した学生にだけ ID を発行することとした。

これで，ネットワークマナーについての教育が

十分であったかどうかはわからないが，少なく

とも，学生の意識が低かったことから，意識さ



せる効果はあったと思われる。

しかし，教職員の場合，電子掲示板に掲載す

べきと思われる内容を電子メールで全員に送

信する事例もみられ，このようなネットワーク

マナーの理解が十分ではなかったようである。

センターとしてのユーザ教育のあり方

機器の操作手順，利用制限事項，マナーとし

てやってはいけない行為を単なる命題的知識

として教授するだけでは十分な理解が得られ

ない。コンピュータコミュニケーション（以下

CMC と略）とは何か，ネットワークシステムと

はどういうものかという理解が必要になる。そ

れぞれのスキーマの理解が必要である。機器操

作理解やシステム利用規定の理解にはネット

ワークシステムのしくみのスキーマが必要で

あり，ネットワークマナーの理解には CMC につ

いてのスキーマの理解が必要となる。

センターは，CMC やネットワークシステムに

ついてのスキーマを有しており，容易にメンタ

ルモデルを構築することができる。そのメンタ

ルモデルをもとに，ネットワークシステムを構

築し，マニュアル等と共にユーザに提供してい

る。ユーザはセンターから提供されたシステム

を操作したりマニュアルを読みながら，CMC や

ネットワークシステムのメンタルモデルを構

築し，それらを理解しようとする。また，一方

でセンターが行う説明会や授業，あるいは直接

の問い合わせに対する回答などによっても，ユ

ーザはメンタルモデルを構築する。

このようなセンターとユーザとの関係を図

示したのが図１である。これは，Norman[2]のモ

デルを改変した松尾ら[3]のモデルをもとにし

ている。この図で表わされるように，ユーザが

CMC やネットワークシステムの理解には，セン

ターとの直接的なコミュニケーションとシス

テムやマニュアルを通してのセンターとの間

接的なコミュニケーションの場合がある。この

両者ともがユーザ教育に関わるものである。

　ユーザ教育は，授業や説明会を実施したら終

わりではない。その教育方針に準じたユーザイ

ンタフェースを実現したシステムを構築，マニ

ュアル提供が必要である。また，システムを構

築し，マニュアルを提供すれば終わりではない。

どんなに立派なシステムであっても，その利用

の十分な理解には授業や説明会の場が必要で

あろう。ユーザと関わる直接的なコミュニケー

ションと間接的なコミュニケーションによる

総合的な教育がユーザ教育として必要である。
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